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蓼賀新香
本年もよろしくお願いします。

平成31年　元旦

公益社団法人安中市シルバー人材センター役職員一同

「知恵袋」と「ふくろう」を合わせたキャラクター。経験豊富な高齢者の知恵が集まるシルバー人材センターということを、

この二つのモチーフで表しています。「チエブクロー」は優しく真面白で、とても物知りです。ふくろうは欧州では知恵の

象徴と言われるだけあって、みんなの相談役にぴったりです。

＼ヽ■′

理
事
長
新
年
の
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
安
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
前
田
　
申
栄

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

平
成
三
十
一
年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
は
、
平
成
三
十
年
十
月
末
現
在
、
対
前
年
比
一
〇
三
％
で
、

年
度
末
に
は
、
初
め
て
二
億
円
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
お
陰
と
重
ね

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
会
員
数
は
伸
び
悩
み
、
目
標
と
し
て
い
る
五
百
名
に
は
な
か
な
か
到
達
い

た
し
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
が
異
常
な
速
度
で
進
行
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
期
待
と
役
割
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
大
変
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
働
く
意
欲

の
あ
る
地
域
の
高
齢
者
を
見
出
し
、
会
員
と
し
て
入
会
し
就
業
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
使
命
で
あ
り
存
在
意
義
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
、
設
立
二
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
、
初
心
に
帰
り
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
、
自
立
・
共
働
、
共
助
」
　
の
精
神

を
再
認
識
し
て
、
「
生
き
が
い
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
」
事
業
と
し
て
、
市
民
に

よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
、
そ
れ
と
同
時
に
、
今
秋
予
定
し
て
い
る
記
念
事
業
に
つ
い
て
も
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
皆
様
並
び
に
ご
家
族
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

）
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毎年10月はシルバー人材センター普

及啓発活動強化月間で、第3土曜日は

「シルバーの日」として、全国の各シ

ルバー人材センターでシルバー事業の

PR活動を行っています。

当センターでは、安中公民館から東

西の歩道の清掃を行い、のぼり旗を立

てて市民の皆さまへPRを行いました。

安中市スポーツセンターイベント広

場において第18回福祉ふれあいまつり

が開催されました。

当日は、牛乳パックのブーメラン配

布とチラシ配布、また網戸と障子の張

替え実演を行い、おま

つりに来た皆さんにシ

ルバーセンターのPR

を行いました。

また、安全標語受賞者への表彰式も

行われました。

参加された皆さんお疲れさまでした。

平
成
三
十
年
九
月
十
六
日
（
日
）

シ
ル
小
川
ー
の
日

平
成
三
十
年
十
月
二
十
日
（
土
）
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．・■－＿一一　　私の特技l　＿＿＿＿＿歴堅堅

手編みの名人　荷づくりPPハンド細工　佐藤松夫会員（西横野）

ヽ■′

シルバー人材センターには、多彩な才能を

持った会員が大勢います。草刈り、植木勇足作

業で活躍する入会して9年になる佐藤松夫さん

（77才）もその一人。荷づくりPPバンドを用い、

器用な指先から8色のバンドが市松模様（二重）

や網代編み（斜め）など、様々に編み方を組み

合わせることで200種類以上の編み方が可能に

なり、これを2日間で手提げPPバンド寵を制

作するという早業。とても素人とは思えません。

「きっかけは10年前、TVの健康番組で頭を使

いながら指先を動かすことは老化防止に良いこ

とを知り、勤め先の倉庫で使い捨てられていた

荷づくりPPハンドで、完成品との見比べを繰

り返し、はさみ、定規、マイナスドライバー1

本だけでやっと編み上げ、手提げも付け完成出

来ました。編み目の表情の豊かさや、創作する

楽しさがハンド細工の魅力です。」沢山の作品

が陳列された自宅工房で、体で覚えたという見

事な手さばきで編みながら、佐藤さんは情熱を

込めて語っていました。

これまで手がけた制作数は100個以上。学習

の森で開催している、ふるさと塾「手提げバス

ケット作り教室」や公民館などで200名近くの

方々に教えてきたという。地球環境にやさしい

手提げPPハンド寵は材料費約千円、軽量でし

かも丈夫で長持ち。自分だけのカラフルなオリ

ジナル寵であり、スーパーでの買い物、日帰り

温泉などでの入れ物などに使えます。近くに出

掛ける際にとても重宝と人気上昇中です。

（須藤修司）

松本　孝夫会員（磯部）

表紙の絵は、磯部にお住まいの松本孝夫さん

の作品です。松本さんは、若い時から絵画には

興味があったそうですが、本格的に油絵を描き

始めたのは定年退職後だそうです。

現在では、安中市の美術団体に所属し、意欲

的に活動されています。群馬県美術展覧会や安

中市民展等に作品を出品し、金賞を多数受賞さ

れています。絵画以外にも、写真やプラモデル

など幅広い趣味の持ち主です。当センターで毎

年募集している「交通安全標語」では、2年続

けて最優秀賞を受賞しています。
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障子の張替え

安中駅前トイレ清掃

切り枝の片付け

就
業
す
る

山
岸
会
員
の
コ
メ
ン
ト

「
多
い
時
は
二
十
本
以
上
張
替

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
に
張
替
え
て
納
品
し
た
時
の

お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
る

と
、
こ
ち
ら
も
う
れ
し
く
な
り

ますね。」
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平成30年10月25日（木）～26日（金）

カラオケ盛り上がりました！ お昼おいしかったです。

平成30年11月21日（水）

‖▼‖0㌻

グラウンドゴルフ大会 平成30年10月22日（月）
場所：久芳スポーツ広場

優勝　高橋忠男　会員（磯部）スコア54

垂垂夢…霊宝岩正芸
会員（細野）スコア55

会員（原市）スコア55

伊
豆
下
田
方
面
へ
の
一
泊
旅
行
　
鎌
倉
敢
黄
白
帰
り
旅
行
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年表アンケート

アンケートにご協力いただきありがとうございました

金
井
英
子

）

会
員
（
安
中
地
区
）
十
青
木
保
夫
　
会
員
（
磯
部
地
区
）
鵬

①
二
十
年

②
健
康
維
持

③
毎
日
一
時
間
歩
く

④
行
っ
た
こ
と
が
無
い
所
へ
の
旅
行

①
五
年

②
健
康
維
持

③
特
に
な
し

④
体
調
管
理
を
し
て
仕
事
を
が
ん
ば
る

渾
下
竹
二

①
二
十
年

②
健
康
維
持

③
足
腰
の
運
動

④
詩
吟
に
励
む

）

会
員
（
板
鼻
地
区
）
一
中
曽
根
信
義
　
会
員
（
秋
問
地
区
）
Ⅷ

①
二
年

②
健
康
維
持

③
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
通
う

④
医
者
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
守
る

浅
見
文
　
会
員
（
原
市
地
区
）
一
議
塚
政
男
　
会
員
（
磯
部
地
区
÷
恩
た
み
江
　
会
員
（
板
鼻
地
区
÷
古
畑
清
子
　
会
員
（
後
閑
地
区
）
Ⅷ

①
十
年

②
健
康
維
持

③
体
を
動
か
す
こ
と

④
編
物
を
た
く
さ
ん
編
む

①
十
六
年

②
健
康
維
持

③
体
に
良
い
物
を
継
続
し
て
食
べ
る

④
家
族
で
楽
し
い
時
間
を
更
に
増
や
す

「
猪
突
猛
進
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
勇
猛
な
動
物
で
、

イ
ノ
シ
シ
グ
ッ
ズ
を
身
に
着
け
て
い
れ
ば
、
ど
ん
な
禍
も
尻
尾

を
巻
い
て
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
い
そ
う
！

実
際
、
風
水
で
も
「
無
病
息
災
」
を
象
徴
す
る
動
物
と
の
こ
と
。

①
十
一
年

②
健
康
維
持

③
よ
く
食
べ
、
よ
く
運
動
、
楽
し
く
会
話

④
温
泉
め
ぐ
り

こ
清
水
米
蔵
　
会
員
（
松
井
田
地
区
）
川

①
十
二
年

②
健
康
維
持

③
風
邪
に
気
を
付
け
て
よ
く
働
く

④
今
ま
で
通
り
体
に
気
を
付
け
て
働
く

①
十
四
年

②
健
康
維
持

③
今
の
健
康
を
維
持
す
る

④
今
ま
で
ど
お
り
仕
事
を
が
ん
ば
る

五
十
嵐
久
夫
　
会
員
（
西
棟
野
地
区
）
照

①
十
一
年

②
健
康
維
持

③
早
寝
早
起
き
と
毎
日
四
キ
ロ
歩
く

④
運
動
を
継
続
す
る

①
入
会
年
数
は
？

②
入
会
動
機
は
？

③
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

④
今
年
の
目
標
は
？
　
計
画
は
？

諒
野
澤
そ
の
ゐ
会
員
（
細
野
地
区
）
三
億
蓉
子
　
会
員
（
臼
井
地
区
）
」

①
八
年

②
健
康
維
持

③
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
る

④
健
康
に
過
ご
す

①
三
年

②
社
会
参
加

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
運
動

④
た
く
さ
ん
の
山
登
り
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会員のひろば
‾　　　　　　　　　■■　■　　　　　、　　－

∠乙づ　塵画
重要　と二三

安全は　無理せず　あせらず　手抜きせず（本多恵子会員安全標語最優秀作品）

発　生　日 概　　　況

平成30年5月14日　　　　賠償責任　　　草刈り作業中、小石が飛び、隣家の窓ガラスを破損。

／／　6月29日　　　　傷　　害　　　枝木の片付け作業中、ハチに顔や腕を刺された。

V J／　7月12日　　　賠償責任　　草刈り作業中、駐車していた車に小石が飛び、窓ガラスを破損。

〟　　8月18日　　　　賠償責任　　　草刈り作業中、馬主車していた車に小石が飛び、窓ガラスを破損。

〟　　9月29日　　　　傷　　害　　　草刈り作業中、ハチに胸や腕を刺された。

平成30年11月末現在

00

¢◎ ◎
〔）

軋たちと≠一・滴に働き言霊辛鳶隼

覧【、鞠入会説明会のご案内です
＼ぎ葦′∴∴、市内在住の60歳以上で健康で

働く意欲のある方お待ちしています！

場所：支援センター

1月15日（火）

2月19日（火）

3月19日（火）

場所：松井臼庁舎

1月22日（火）

3月26日（火）

安
中
地
区
　
佐
藤
知
恵
　
会
員

ふ
攻
に
　
夜
粍
皐
の
尊
き
　
い
で
趨
瘡

足
元
を
　
路
し
く
壁
ら
し
　
各
藩
周

知
紅
尊
　
牡
腰
め
ぐ
り
の
　
桜
の
磯

野
葡
萄
の
酸
っ
ぱ
さ
け
に
食
み
つ
つ

叙
泣
へ
た
る
こ
と
へ
の
威
謝

殊
ゑ
も
に
超
え
し
資
格
凍
ェ
十
年

息
子
を
凰
寄
り
風
等
易
し

七
月
の
高
過
多
遅
な
日
に
絶
り

朝
晩
見
て
取
る
弟
子
胡
瓜

■　）

平
成
最
後
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
か
ら
の
ぞ
み
の
紙
面
を
大
幅
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
会
員
皆
さ
ん
の
活
動
を
中
心
に
紙

面
作
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
、
ま
た
、
会

員
皆
さ
ん
の
中
で
、
特
技
を
お
持
ち
の

方
の
情
報
な
ど
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記


